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４．研究の趣旨・概要 

近年、バイオ燃料の生産は世界的に注目されているが、食料作物の利用やプラ

ンテーションの拡大にともない、食料価格の高騰や環境破壊などの問題を引き起

こしている。一方、全国に広がる耕作放棄地・遊休地は、農作物の生産性を低下

させているばかりか、地域生態系の悪化にもつながり、深刻な社会問題となって

いる。したがって、食料生産・経済と競合しない、環境問題を生じない持続可能

なバイオ燃料の生産と開発は、まさに喫緊の課題である。 
本研究の目的は、食料生産・経済と競合せず、栽培適応域が広く生長の早いバイ

オ燃料作物「スィートソルガム」に着目して、耕作放棄地・遊休地での栽培から収

穫残渣利用までのプロセス技術を開発し、地域社会の持続性と自立性に資するバイ

オ燃料の生産と利用の最適化モデルを構築することである。本研究では、モザイク

化された日本の土地利用の特徴を見据えて、地域社会での環境影響と有効性評価を

行う。 

具体的には、 

1）耕作放棄地・遊休地利用を中心としたスィートソルガムの安定栽培技術の開発 

2）茨城をモデル地域社会とし、この地域社会に最適化したオンサイト型・小規模バ

イオ燃料生産と利用システムの開発及び社会・経済評価 

3）バイオ燃料を軸とした持続型地域社会のモデルを提案すること 

である。 

本調査研究では、スィートソルガムによるバイオ燃料の生産が、熱帯・亜熱帯

地域に栽培が限定されるサトウキビと同等以上であることに加えて、地域の持続

型バイオ燃料社会モデルの構築により、バイオ燃料の生産・流通・社会形成を先

導することが期待される。 
 

５．研究項目及び実施体制 

① 食料経済リスク低減型燃料作物の開発・栽培に関する研究（茨城大学） 
② 農地オンサイト型バイオ燃料生産系システムの開発に関する研究（茨城大学） 
③ 食料安全保障とバイオ燃料生産の両立を図る農業システム解析（茨城大学） 
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●地域生態系・環境の悪化

●河川・湖沼の生態系ネットワーク
の劣化

●「生態系サービス」機能の劣化

H-095 バイオ燃料農業生産を基盤とした

持続型地域社会モデルに関する研究

●土壌養分の高い吸収力
●茎に多量の糖を蓄積
●短期間で多量の生長量

オンサイト型
バイオアルコール生産

（第2・３サブテーマ）

サトウキビに匹敵する効
率的なアルコール生産

オンサイト・分散型エネル
ギー創出モデルの展開

地域生態系・環境の修復
（第1・3サブテーマ）

土壌汚染、リン・窒素
過多の軽減

耕作放棄地の増加抑制・
有効利用

病虫害の軽減

「生態系サービス」
機能の向上

新しい循環型農業
システム

食料生産・経済と
競合しない

スィートソルガムの栽培
（第1・２サブテーマ）

耕作放棄地・遊休地での
栽培技術の確立

バイオアルコール
原料の供給

しぼりかすの残渣利用・
飼料化

しぼりかすの
リサイクル

地域生態系を修復し

食料安全保障をはかりながら

バイオ燃料を生産する

農業システムの開発

地球環境行政
への貢献
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